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【ジュネーブ＝森井雄一】世界保健機関（Ｗ

ＨＯ）は６日、開催中のパリ五輪で少なく

とも４０人の選手が新型コロナウイルスに

感染したと発表した。世界各地で感染者が

増加しているとして、対策強化を訴えた。 

 ＷＨＯによると、新型コロナ感染者は季

節に関係なく急増が確認されている。五輪

選手の感染もその一例と指摘した。 

 ＷＨＯの直近のデータでは、７月２１日

までの約１か月間で１５万人超の感染が報

告されている。排水中のウイルスを監視す

るデータを考慮すると、実際の感染者は報告数の２～２０倍となる可能性があるという。 

 担当者は「感染者の急増で多くの国で入院や死亡数が増えており、食い止める必要があ

る」と訴え、各国に監視体制の強化を促すとともに、高齢者など重症化するリスクの高い

人々はワクチンを接種して備えるよう求めた。 

パリ五輪では、有名選手数人が新型コロナの影響を受けており、競泳では、アダム・ピー

ティ（Adam Peaty、英国）が男子 100 メートル平泳ぎで銀メダルを獲得した翌日に体調不

良を訴え、検査で陽性となった。メダルが期待されていたオーストラリアのラニ・パリス

ター（Lani 

Pallister）も、体

調不良で女子1500

メートル自由形を

棄権した。 

 新型コロナはワ

クチン接種率が落

ち込む中、世界中

で再び感染が拡大

している。WHOは、

84か国のデータか

ら陽性率が「ここ

数週間で」上がっ

ていると発表。パ

ンデミック（世界

的な大流行）を引

き起こしたウイルスは今も流行しており、各国は対策を強化して、特にリスクの高い人々

のワクチン接種を進める必要があると話している。 

 



 

 
パリ五輪、競泳女子 800 メートル自由形に出場したオーストラリアのラニ・パリスター

（2024 年 8 月 2 日撮影） 

 

 

 


